
別紙（様式２） 令和元年 ７月１６日 

調査委員会における調査研究報告書 
教科名（地図帳） 

  No.１ 

調査研究の観点 
所          見 

発行者（東京書籍） 発行者番号（２） 発行者（帝国書院） 発行者番号（４６） 発行者（） 発行者番号（） 

１ 内 容 

 

○ 地図記号・索引、方位といった基本的な地図の読み方や、地図の仕組み、

約束事を解説している。 

○ 巻末に、地形や気候、産業の様子や歴史との関わり、地震・火山の災害等

を紹介している。 

○ 地球儀の使い方を紹介したページがあり、地球儀を正しく使えるように配

慮されている。 

○ 冒頭の世界と日本のイラストマップで、世界や日本のさまざまな物事を紹

介している。 

○ 地図記号・索引、方位といった基本的な地図の読み方や、「地図とは何か」

「地図のやくそく」について解説をしている。 

○ 巻末に、地形や気候、産業の様子や歴史との関わり、地震・火山の災害等

を紹介している。 

○ 地球儀の使い方を紹介したページがあり、地球儀を正しく使えるように配

慮されている。 

○ 冒頭の世界と日本の地図で、世界のさまざまな物事を紹介している。 

 

 

 

２ 構成・分量 

 

○ 全体で１０２ページである。 

○ Ａ４版である。 

○ 日本の地方地図が基本的に１００万分の１の縮尺で表されている。 

(北海道は160万分の1) 

○ 世界地図が、地勢図（標高別色分け）のみで表現されている。 

 

○ 全体で１２０ページである。 

○ Ａ４版である。 

○ 日本の地方地図が１６０万分の１、１００万分の１の２つの縮尺で表され

ている。 

○ 世界地図が、地勢図(標高別色分け)と行政図(国別色分け)の２つのタイプ

で表現されている。 

 

 

３ 表記・表現 

 

○ 全国の地方の縮尺は１００万分の１、目盛りは１０ｋｍ、数字は１ｋｍご

とに目盛りがある。 

○ 地名のフォントは丸ゴシックのような感じでユニバーサルデザインフォ

ントの表示がある。 

○ 東京都とそのまわりは50万分の1。首都・東京は5万分の１で見開きペ

ージを使って表現している。 

○ 地名全般に振り仮名がある。 

○ 特産・名産は黒字で表記。 

 

○ 全国の地方の縮尺は１００万分の１、目盛りは１０ｋｍ、数字は１ｋｍご

とに目盛りがある。 

○ 地名のフォントはゴシック体のような感じでユニバーサルデザインフォ

ントの表示がある。 

○ 東京都とそのまわりは見開き20万分の１。首都・東京は5万分の１で表

現している。 

○ 地名全般に振り仮名がある。 

○ 特産・名産は赤字で表記。 

 

 

４ 使用上の便宜 

 

〇 索引の「日本」では、赤字で都道府県名、県庁所在地名が表記されている。 

 

〇 ＱＲコードの記載はない。 

〇 巻末に世界地図と日本地図が配置されている。 

〇 巻頭には、「まちを上から眺めてみよう」や、「市を見わたしてみよう」な

どのページがあり、３年生の学習にも生かすことができる。 

〇 日本と世界の山、川、湖、島、建物、気温、降水量が比較できる図や写真、

イラストを見開き２ページで紹介している。 

 

〇 索引の「日本の部」では、赤太字で都道府県名、赤字で県庁所在地名、青

字で歴史地名、緑字で世界遺産名が表記されている。 

〇 ＱＲコードが多くのページに記載されている。 

〇 巻頭、巻末に世界地図と日本地図が配置されている。 

〇 巻頭には、「地図って何だろう」や、「地図のやくそく」などのページがあ

り、３年生の学習にも生かすことができる。 

〇 日本と世界の山、川、湖、が比較できる図やイラストを１ページで紹介し

ている。 

〇 表紙・裏表紙ともに丈夫に加工してあり、数年間の使用に対応できるよう

になっている。 

 

 

 


